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『咸
陽
宮
』
絵
巻
致

―
冒
頭
部
の
漢
籍
利
用
を
中
心
に
―

『咸
陽
宮
』
絵
巻
は
周
知
の
ご
と
く
、
「平
家
物
語
』
等
に
見
え
る
成
陽
宮
に

お
け
る
秦
の
始
皇
帝
と
燕
の
太
子
丹
の
説
話
に
取
材
し
た
室
町
時
代
物
語
で
あ

る
。
「平
家
物
語
』
諸
本
の
成
陽
宮
説
話
に
つ
い
て
は
数
多
の
先
学
の
研
究
が

あ
る
。
中
で
も
黒
田
彰
氏
の
論
考
は
、
後
代
の
受
容
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
精

緻
を
極
め
た
も
の
で
、
「咸
陽
宮
』
絵
巻
の
研
究
の
上
で
も
大
変
有
益
で
あ
る
。

し
か
し
、
室
町
時
代
後
期
以
降
の
成
立
と
目
さ
れ
る

『成
陽
宮
』
絵
巻
の
内
容

と

「平
家
物
語
』
の
説
話
内
容
を
比
較
す
る
の
み
で
は
、
大
き
く
時
代
を
隔
て

る
二
作
品
の
価
値
を
十
分
称
揚
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
徳
江
元
正
氏
が
指
摘
さ
れ
る
ご
と
に
、
室
町
時
代
末
の
五
山
禅
僧
、

惟
高
妙
安
の
記
し
た
抄
物

『詩
学
大
成
抄
』
の

「郊
園
門
」
に
は
、
次
の
文
辞

が
見
受
け
ら
れ
る
。

始
皇
ノ
夫
人
二
、
華
陽
夫
人
ノ
剤
軒
力
始
皇
ヲ
打
ト
テ
、
ト
リ
コ
メ
テ

難
儀
ノ
時
二
、
后
ノ
コ
ト
ヒ
キ
ソ
、
七
尺
屏
風
躍
何
不
越
卜
云
詞
ヲ
曲
ニ

ヒ
カ
レ
タ
ヲ
キ
イ
テ
、
屏
風
ヲ
ハ
ネ
コ
シ
テ
、
ニ
グ
ラ
レ
タ
ソ
、
平
家
ニ

モ
カ
タ
ル
ソ
、
史
記
ノ
始
皇
本
紀
ニ
ハ
平
家
ノ
ヤ
ウ
ニ
ハ
シ
ル
サ
ヌ
ソ
、

始
皇
ハ
、
大
力
、
ハ
ヤ
ハ
ザ
ノ
人
ナ
リ

翁
郊
園
門
し

中

本

大

「燕
の
太
子
丹
の
差
し
向
け
た
刺
客
、
剤
刺
と
秦
舞
陽
に
迫
ら
れ
た
始
皇
帝
は
、

い
ま
わ
の
際
に
鐘
愛
の
夫
人
、
華
陽
夫
人
の
琴
の
音
を
聴
か
ん
こ
と
を
乞
い
、

許
さ
れ
る
が
、
そ
の
琴
音
に
心
を
強
く
し
、
危
う
く
難
を
逃
れ
た
」
と
い
う
物

語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
部
分
に
言
及
し
た
こ
の
記
述
、
興
味
深
い
の
は
、
「史

記
ニ
ハ
平
家
ノ
ョ
ウ
ニ
ハ
記
サ
ヌ
ソ
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
惟
高
ほ
ど
の
学

僧
で
あ
れ
ば
、
華
陽
夫
人
は
始
皇
帝
の
妃
で
は
な
く
、
始
皇
帝
の
母
后
で
あ
っ

た
こ
と
は
当
然
理
解
し
て
い
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
、
原
典
、
「華
陽
国
」

の
注
釈
の
中
で
彼
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
架
空
の
物
語
を
も
言
及
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
正
統
な
歴
史
書
に
は
看
取
で
き
な
い
始
皇

帝
妃
の
物
語
も
、　
一
蹴
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
漢
籍
の
引
用
に
次
い
で
言
及
さ
れ

る
と
い
う
柔
軟
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
往
時
、
大
陸
の
文

学

・
史
学
に
最
も
通
じ
て
い
た
五
山
禅
僧
は
、
正
統
な
歴
史
記
述
を
把
握
し
た

上
で
、
虚
構
の
物
語
を
楽
し
む
別
の

一
面
を
も
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く

の
ご
と
き
視
点
か
ら
見
る
と
、
抄
中
、
更
に
注
目
す
べ
き
記
述
が
見
ら
れ
る
。

燕
カ
ラ
秦
ノ
始
皇
ヲ
ウ
タ
ウ
ド
テ
、
タ
ハ
カ
リ
テ
、
焚
於
其
力
首
卜
燕
ノ

国
ノ
サ
シ
図
、
督
克
卜
云
処
ノ
サ
シ
図
ヲ
持
テ
、
始
皇
二
直
ニ
ミ
セ
マ
ウ

シ
、
直
二
図
ヲ
ワ
タ
シ
マ
ウ
セ
ウ
ト
云
テ
、
剤
軒

・
秦
舞
陽
ノ
ニ
人
力
、



咸
陽
宮
エ
イ
タ
ソ
、
能
ニ
ス
ル
コ
ト
ソ

（
城
開
門
し

右
文
か
ら
室
町
後
期
、
平
曲
と
な
ら
ん
で
謡
曲

「咸
陽
宮
」
が
成
陽
宮
説
話
を

人
口
に
檜
久
さ
せ
た
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
が
今
更
な
が
ら
実
感
さ
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
挿
絵
の
重
要
性
を
鑑
み
て
も
、
成
陽
宮
の
物
語
と
絵
巻
の
絵
柄
を
繋

ぐ
上
で
も
五
山
禅
僧
の
果
た
し
た
役
割
は
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。

『花
上
集
妙
』
を
緩
く
と
、
次
掲
、
仲
方
円
伊
の

「成
陽
宮
図
」

へ
の
賛
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

成
陽
宮
図
　
　
　
　
仲
方
円
伊

我
々
宮
閉
圧
成
陽
　
義
々
た
る
官
閲
成
陽
を
圧
す

天
半
爺
歌
楽
未
央
　
天
半
の
爺
歌
楽
未
だ
央
き
ず

有
徳
匹
夫
皆
廟
食
　
徳
有
れ
ば
匹
夫
も
皆
な
廟
食
な
れ
ど

一
ネ
無
客
酬
秦
皇
　
一
不
、
客
の
秦
皇
に
酬
ゆ
る
こ
と
無
し

仲
方
の
別
集

『瀬
室
漫
稿
』
は
零
本
で
、
賛
詩
の
製
作
年
代
は
確
認
で
き
な

い
。
し
か
し
応
永
二
十
年

（
一
四

一
三
）
と
い
う
彼
の
没
年
か
ら
し
て
、
足
利

義
教
の
も
と
か
ら
後
花
園
帝
に

「成
陽
宮
」
図
四
幅
が
献
上
さ
れ
た
と
い
う

『接
綱
御
記
』
の
宝
徳
元
年

（
一
四
四
九
）
の
記
事
を
遡
る
こ
と
は
間
違
い
な

に
、
室
町
時
代
初
期
か
ら
既
に
成
陽
宮
の
画
題
が
広
く
賞
翫
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「輸
林
五
鳳
集
」
に
は
、
そ
の
他
同
題
の
天
隠

龍
沢
及
び
雪
嶺
永
瑾
と
い
う
室
町
中

。
後
期
を
各
々
代
表
す
る
詩
僧
の
賛
詩
が

採
録
さ
れ
て
お
り
、
室
町
期
を
通
じ
て
親
し
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
窺

え
る
。
し
か
し
画
題
の
定
着
と
い
う
点
で
は
、
雪
嶺
を
始
め
と
す
る
室
町
後

・

末
期
に
顕
著
で
あ
り
、
仁
如
集
尭

（
一
四
八
三
―

一
五
七
四
）
の

「扇
面
剤
莉

秦
舞
陽
咸
陽
宮
上
欲
王
図
」
賛
や
、
別
集

『清
渓
稿
』
に
収
め
ら
れ
た
黒
春
竜

喜

（
一
五

一
一
―

一
五
九
三
）
の

「燕
太
子
丹
図
」
賛
の
他
に
も
、
同
じ
く
熙

春
の

「阿
房
宮
図
」
賛
及
び
春
沢
永
恩

（
一
五

一
一
―

一
五
七
四
）
「枯
木
稿
』

所
収
の

「扇
面
咸
陽
宮
」
賛
な
ど
数
多
く
の
画
賛
が
確
認
さ
れ
る
。
中
で
も
県

春
が
杜
牧
作

「阿
房
宮
賦
」
の
措
辞
を
用
い
な
が
ら
賛
し
た

「阿
房
宮
図
」
、

大
国
平
来
帰
・一
秦

・　
歌
台
舞
殿
別
二
蔵
春
・

尭
楷
三
尺
奔
如
レ
土

　

徒
愛
二
紛
奢

・不
レ愛
レ
人

は
別
集
の
詩
題
注
に
よ
り
南
禅
寺
塔
頭
の
方
丈
に
描
か
れ
た
襖
絵
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
時
期
の
作
品
の
注
目
す
べ
き
特
徴
と
し
て
は
、
仲
方

。
天
隠
に

代
表
さ
れ
る
前
代
の
作
例
が
成
陽
宮
の
減
亡
と
い
う
杜
牧
の
傑
作

「阿
房
宮

賦
」
に
依
拠
し
た
歴
史
的
無
常
を
眼
目
と
す
る
の
に
対
し
、

秦
関
百
二
似
無
鎖
　
漏
却
燕
丹
亡
国
愁

（春
沢
永
恩
「扇
面
咸
陽
宮
し

角
生
頭
白
足
何
侍
　
亀
背
寄
身
安
泰
山

（熙
春
竜
喜
「燕
太
子
丹
図
し

の
ご
と
く
、
燕
の
太
子
丹
に
関
わ
る
説
話
を
言
及
す
る
点
に
あ
る
。
こ
う
し
た

背
景
に

『平
家
物
語
』
の
あ
る
こ
と
は
惟
高
の
例
も
あ
り
、
黒
田
氏
の
指
摘
さ

れ
る
通
り
で
あ
ろ
Ｉ
。
し
か
し
ヽ
な
ぜ
こ
の
時
期
に
画
賛
が
多
出
し
、
燕
丹
を

詩
材
と
し
て
好
ん
で
用
い
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
も
往
時
、　
一
方

で

「読
秦
記
」
（琴
叔
景
趣

「松
隆
吟
稿
し

や

「読
阿
房
官
賦
」
（東
山
崇
忍

「冷
泉
集
し

の
ご
と
く
画
題
で
は
な
い
場
合
に
は
、
前
代
と
同
様
、
杜
牧
賦
に

取
材
し
た
作
例
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
は

一
線
を
画
し
て
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
も
、
物
語
の

一
部
を
絵
画
化
す
る
こ
と
が

一
般
化
し
、

そ
れ
に
付
随
し
て
、
正
統
な
歴
史
書
と
は
離
婦
を
来
す
物
語
の
細
部
も
容
認
さ

れ
、
架
空
の
作
品
と
し
て
叢
林
の
ご
と
き
知
識
階
層
に
も
親
矢
し
て
い
っ
た
時



代
状
況
が
裏
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
は
仁
如
や
春
沢
の
賛
の
ご
と
く
、

咸
陽
宮
物
語
が
襖
絵
や
扇
面
画
の
題
材
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。

南
禅
寺
に
は
熙
春
賛
の

「太
公
望
垂
釣
図
」
を
含
む
扇
面
散
ら
し
屏
風
が
現
存

し
て
お
り
、
前
掲
の
襖
絵

「阿
房
宮
図
」
も
扇
面
画
が
元
来
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
つ
ま
り
、
成
陽
宮
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
説
話
と
画
題
と
の
密
接
な

関
係
は
、
後
代
の
草
子
屋
の

『咸
陽
宮
』
絵
巻
へ
の
参
与
の
点
か
ら
も
見
過
ご

し
得
な
い
の
で
あ
る
。

扇
面
画

・
屏
風
絵
等
と
五
山
僧
の
関
係
の
画
賛
を
通
し
て
緊
密
な
る
こ
と
は

確
認
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
徳
田
和
夫
氏
に
は
、
二
十
四
孝
の

中
の
十
二
孝
を
描
い
た
伝
狩
野
元
信
筆
墨
画
六
曲

一
双
に
貼
付
さ
れ
た
惟
高

・

仁
如
等
五
山
僧
の
画
賛
が
、
慶
長
年
間
以
前
成
立
の
長
谷
川
信
春
画
の
絵
巻

「
二
十
四
孝
絵
」
の
賛
と
共
通
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
屏
風
絵
に
端
を
発
し

た
絵
巻
の
存
在
を
確
認
さ
れ
た
例
も
あ
る

（『お
伽
草
子
研
究
』
第
二
篇
　
お

伽
草
子
の
展
開
、
第
四
章

「
二
十
四
孝
」
誕
生
前
夜
）
。
ま
た
、
青
山
短
期
大

学
所
蔵

『成
陽
宮
』
絵
巻
の
箱
に
は
、
扇
面
画
を
多
数
残
し
た
狩
野
派
の
絵
師
、

狩
野
探
信
の
筆
を
極
め
た
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
示
唆
的
で
あ

２ω
。し

か
し
な
が
ら
、
「咸
陽
宮
』
絵
巻
の
成
立
に
五
山
僧
が
関
与
し
て
い
た
と

短
絡
す
る
意
図
は
決
し
て
な
い
。
如
上
の
時
代
背
景
を
踏
ま
え
て
、
正
統
な
歴

史
記
述
と
は
異
な
る
幾
多
の
説
話
や
平
曲

・
能
を
十
分
に
活
用
し
た
で
あ
ろ
う

『成
陽
宮
』
絵
巻
の
特
質
を
、
漢
籍
受
容
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
本
稿

の
目
的
で
あ
る
。

な
お
、
「成
陽
宮
』
絵
巻
の
諸
本
に
つ
い
て
は
伊
井
春
樹
先
生
の
御
論
稿
が

あ
唾
、
現
存
六
本
が
示
さ
れ
、
本
文
内
容
に
よ
り
二
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
先
生
の
御
指
摘
の
ご
と
く
、
書
承
等
の
前
後
関
係
に
は
不
明
な
点
が
多

く
、
現
存
本
の
み
か
ら
祖
本
や
古
態
を
探
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
も
諸
本
系
統
に
徒
に
拘
泥
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
各
諸
本
の

中
の
特
徴
的
な
記
述
を
考
察
の
中
心
と
す
る
。

一

伊
井
先
生
に
よ
る
絵
巻
内
容
の
十
分
類
に
拠
る
と
、
『平
家
物
語
』
や
謡
曲

『咸
陽
宮
」
に
拠
ら
な
い

『成
陽
宮
』
絵
巻
の
独
自
表
現
と
み
な
し
て
よ
い
部

分
に
、
冒
頭
①
の
秦
始
皇
帝
前
史
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
部
分
、
先
生
に
よ
り

『三
国
伝
記
』
平
仮
名
本
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、　
一
概
に
は

結
論
し
が
た
い
複
雑
な
問
題
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の

「始
皇
帝
前
史
」
は
諸
本
を
二
系
統
で
比
較
し
た
場
合
、
第
二
系
統
の

二
松
学
舎
大
学
蔵
本

（以
下
、
二
松
本
と
略
称
）

・
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
本

（以
下
、
ス
本
）

・
信
多
純

一
先
生
蔵
本

（以
下
、
信
本
）
の
三
本
が
、

六
国
滅
亡

・
天
下
統

一
を
始
皇
帝
の
所
行
と
し
て
収
飲
し
、
始
皇
帝

一
代
の
伝

記
的
側
面
を
強
め
て
い
る
の
に
対
し
、
第

一
系
統
の
穂
久
運
文
庫
本

（以
下
、

穂
本
）

・
大
阪
青
山
短
期
大
学
本

（以
下
、
青
本
）

・
専
修
寺
蔵
本

（以
下
、

専
本
）
に
は
始
皇
帝
以
前
の
戦
国
の
七
雄
の
攻
防
が
委
細
に
叙
述
さ
れ
る
と
い

う
相
違
が
見
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
部
分
、
漢
籍
利
用
の
点
で
も
興
味
深
い
問

題
を
提
示
し
て
い
る
。
以
下
、
青
本
冒
頭
部
の
記
述
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
。

青
本
の
冒
頭
、
書
出
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

む
か
し
、
し
ん
た
む
こ
く
に
、
か
ん
や
う
き
う
と
申
て
、
い
か
め
し
き
た

い
り
立
ら
れ
し
事
あ
り
け
り
。
そ
の
時
の
み
か
と
を
は
、
し
ん
の
し
く
は

う
て
い
と
そ
申
け
る
。
此
み
か
と
の
せ
ん
そ
を
と
ふ
ら
へ
は
、
そ
の
か
み
、

ぐ
し
ゆ
ん
の
御
と
き
に
、
は
く
え
い
と
い
へ
る
も
の
、
君
に
つ
か
へ
、
民



を
は
く

ゝ
む
こ
う
あ
り
し
か
は
、
そ
の
と
く
を
し
や
う
し
て
、
ゑ
い
し
の

し
や
う
を
給
は
り
け
り
。

第

一
系
統
の
中
で
、
始
皇
帝
の
先
祖
を
創
業
の
柏
験
に
ま
で
遡
っ
て
記
す
の
は

こ
の
青
本
の
み
で
、
成
陽
城
の
創
業
者
で
あ
る
孝
公
を
以
て
物
語
を
は
じ
め
る

専
本
と
の
相
違
な
ど
も
含
め
、
注
目
さ
れ
る
。
青
本
で
続
い
て
言
及
す
る
秦
の

歴
代
は
、
柏
翡
の
末
孫
の
非
子
、
非
子
の
十
二
代
の
孫
の
膠
公
、
膠
公
よ
り
十

四
代
に
あ
た
る
孝
公
、
そ
し
て
恵
王

・
武
王
を
経
た
昭

（襄
）
王
、
昭
王
の
子

の
孝
文
王
、
孝
文
王
の
子
の
荘
襄
王
、
そ
し
て
そ
の
子
の
始
皇
帝
で
あ
る
。
こ

の
系
図
を
史
書
と
照
覧
す
る
に
、
「史
記
』
の
記
述
を
ほ
ぼ
簡
略
化
し
た
も
の

で
あ
り
、
概
し
て
矛
盾
す
る
点
は
な
い
。
掲
出
さ
れ
た
人
物
も
、
周
王
よ
り
領

地
を
分
与
さ
れ
、
秦
を
邑
せ
ら
れ
た
非
子
を
始
め
、
名
臣
百
里
笑
を
士
大
夫
に

遇
し
勢
力
を
拡
大
し
た
膠
公
、
衛
の
公
孫
、
商
軟
を
用
い
法
を
制
定
し
他
国
か

ら
の
夷
秋
の
遇
を
脱
し
た
孝
公
、
疱
唯
を
用
い
周
を
滅
ぼ
し
た
昭
王
等
、
的
を

射
て
お
り
至
極
妥
当
で
あ
る
。
で
は
青
本
の
詞
章
が
作
成
さ
れ
た
際
、
「史
記
』

は
常
時
机
辺
に
参
照
さ
れ
て
い
た
と
見
な
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

往
時
、
「史
記
』
は

「索
隠
』
の
ご
と
き
簡
便
な
注
釈
書
と
と
も
に
読
ま
れ

て
い
た
こ
と
は
桃
源
瑞
仙
の

「史
記
抄
一
の
引
用
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
し
、

或
は

「十
八
史
略
」
を
始
め
と
す
る
手
軽
な
通
史
も
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
胡

曽
詩
も
初
学
向
け
の
史
書
と
し
て
最
適
で
あ
っ
た
ろ
う
。
類
書
の
存
在
も
無
視

で
き
な
い
。
実
際
、
五
山
禅
林
に
も
宋
代
、
黄
継
善
の
編
し
た
初
学
的
史
書

『史
学
提
要
』
を
講
じ
た
桂
林
徳
昌
の
抄
物

『燈
前
夜
話
』
な
ど
も
存
在
し
て

お
り
、
浩
浦
な

『史
記
』
原
典
に
拠
ら
ず
と
も
、
青
本
の
ご
と
き
記
述
は
充
分

可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「燈
前
夜
話
』
に
記
さ
れ
る
秦
代
の

記
事
は
、
柏
騎

・
穆

（膠
）
公

・
砲
唯
が
項
目
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
み
で
、

青
本
の
筆
致
と
は
ほ
ど
遠
く
、
直
接
的
な
関
与
は
想
定
し
得
な
い
。
ま
た
、

『十
八
史
略
』
と
比
較
し
て
も
、
非
子

・
孝
公
を
は
じ
め
取
り
上
げ
ら
れ
た
人

物
や
事
蹟
等
は
矛
盾
し
な
い
も
の
の
、
言
辞
の
面
で
近
い
関
係
に
あ
る
と
は
言

い
得
な
い
。

如
上
、
か
く
も
細
部
の
詞
章
の
一
致
に
こ
だ
わ
る
所
以
は
、
青
本
に
は
原
拠

を
忠
実
に
踏
襲
し
た
部
分
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
秦
の
昭
王
と
六
国

の
攻
防
の
記
述
に
於
て
で
あ
る
。
青
本
の
記
述
は
昭
王
と
大
国
の
事
蹟
に
至
っ

て
筆
勢
が

一
変
し
、
詳
細
か
つ
躍
動
感
浴
れ
る
印
象
的
な
文
辞
に
な
る
。

…
…

〈前
略
〉
…
…
六
こ
く
と
は
、
か
ん
、
き
、
そ
、
え
ん
、
て
う
、
せ

い
の
六
の
く
に
な
り
。
六
こ
く
の
し
よ
こ
う
、
こ
れ
を
お
そ
れ
て
、
日
々

夜
々
に
、
く
は
い
め
い
し
、
い
か
に
も
し
て
、
し
ん
を
ほ
ろ
ほ
す
へ
き
て

た
て
を
な
す
と
い
へ
と
も
、
秦
の
い
く
さ
、
れ
ん
／
ヽ
に
つ
よ
く
な
り
、

南
の
か
た
、
か
ん
中
を
う
は
ひ
、
に
し
の
か
た
、
は
し
よ
く
を
や
ふ
り
、

ひ
ん
か
し
の
か
た
、
か
う
ゆ
の
ち
を
さ
き
、
北
の
か
た
、
よ
う
か
い
の
ぐ

ん
を
お
さ
む
。
…
…

〈後
略
〉
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（青
本
）

文
中
傍
線
部
、　
一
見
し
て
漢
文
脈
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
な
こ
の
部
分
は
、
漢

代
、
買
誼
の
名
文

「過
秦
論
」
を
そ
の
ま
ま
和
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
典

当
該
部
分
を
掲
げ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

孝
公
既
没
、
恵
文

・
武

。
昭
襄
、
蒙

二
故
業

一、
因

二
遺
策
・、
南
取
二
漢

中
一、
西
挙
巴
蜀
・、
東
割
二
膜
之
地

一、
北
収

二
要
害
之
軍

・。
諸
侯
恐
燿
、

会
盟
而
謀
レ
弱
レ秦
。

■
古
文
真
宝
』
所
収
本
文
に
拠
る
）

買
誼

「過
秦
論
」
は
、
「史
記
』
の

「秦
始
皇
本
紀
」
の
末
尾
に
引
用
さ
れ

る
の
を
始
め
、
「文
選
」
に
も
採
録
さ
れ
た
傑
作
で
あ
り
、
本
国
に
あ
っ
て
も

古
来
、
親
久
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

「過
秦
論
」
原
典
の
構
成
や
文

辞
に
は
所
収
諸
本
に
よ
り
少
な
か
ら
ず
異
同
が
存
す
る
。
中
で
も
こ
の
部
分
、



『史
記
』
所
収
の
本
文
で
は
第

一
行
傍
線
部
を

「恵
王

・
武
王
」
と
し
、
昭

（襄
）
王
に
言
及
し
て
い
な
い
点
は
重
要
で
あ
る
。
青
本
で
は
昭
王
の
事
蹟
と

し
て

「過
秦
論
」
の
詞
章
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「古
文
真
宝
』

と
の
設
定
の

一
致
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
「文
選
』
で
は
該
当

部
分
を

「恵
文

・
武

・
昭
」
と
し
、
「古
文
真
宝
』
に
近
い
が
、
本
国
往
時
の

流
布
を
勘
案
し
、
以
下
の
引
用
は
総
て
の
引
用
は

「古
文
真
宝
』
所
収
本
文
に

依
拠
す
る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
「過
秦
論
」
と
の

一
致
は
更
に
続
く
。
四
賢
及
び
、
大
国
の
諸
士
を

列
挙
す
る
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

…
…

〈前
略
〉
…
…
こ
の
時
に
あ
た
つ
て
、
せ
い
に
ま
う
し
や
う
く
ん
、

て
う
に
へ
い
げ
ん
く
ん
、
そ
に
し
ゆ
ん
じ
ん
く
ん
、
き
に
し
ん
れ
う
く
ん

と
て
四
君
あ
り
。
こ
れ
み
な
め
い
ち
、
ち
う
し
ん
の
け
ん
じ
ん
な
り
。

さ
て
、
ね
い
え
つ
、
じ
よ
し
や
う
、
と
か
く
、
そ
し
ん
、
こ
れ
み
な
む
ね

と
の
ゆ
う
し
な
り
。
そ
の
ほ
か
、
こ
し
、
そ
ん
し
、
た
い
だ
、
け
い
り
や

う
、
わ
う
り
う
、
て
ん
き
、
れ
ん
ば
、
て
う
し
や
、
こ
れ
ら
は

一
人
当
千

の
つ
は
も
の
な
り
。
六
わ
う
、
こ
の
人
々
に
め
い
し
て
、
大
ぐ
ん
を
あ
ひ

そ
へ
、
か
ん
や
う
き
う
へ
む
け
ら
れ
け
り
。
…
…

〈後
略
〉
…
…

と
い
う
青
本
の
詞
章
は
、

当
二
此
之
時
・、
斉
有

二
孟
嘗

一、
趙
有
二
平
原
一、
楚
有
二
春
申
ヽ

魏
有
ニ

信
陵

・。
此
四
君
者
、
皆
明
智
而
忠
信
、
寛
厚
而
愛
レ
人
、
尊
レ
賢
而
重
レ

士
。
…
…

〈中
略
〉
…
…
於
レ
是
六
国
之
士
、
有

二
寧
越

・
徐
尚

・
蘇

秦

・
杜
赫
之
属
一、
為
二
之
謀
一、
斉
明

・
周
最

・
陳
珍

・
召
滑

・
楼
緩

・

雀
景

・
蘇
属

。
楽
毅
之
徒
、
通

二
其
意
一、
呉
起

・
孫
贖

・
帯
佗

・
兒

良

・
王
蓼

。
田
忌

・
廉
頗

・
趙
奢
之
朋
、
制
二
其
兵
・。
…
…

〈後
略
〉

右
掲

「過
秦
諭
」
の
人
名
列
挙
に
忠
実
に
即
し
て
い
る
。
さ
て
、
斉
の
孟
嘗

君

・
趙
の
平
原
君

・
楚
の
春
申
君

・
魏
の
信
陵
君
の
四
君
は
、
宋
代
、
王
応
麟

篇
の
名
数
集

「小
学
紺
珠
』
巻
五
、
名
臣
類
上
に

「過
秦
論
」
や

「史
記
』
列

伝
を
出
典
と
し
て
収
録
さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、
「事
林
広
記
』
後
集
巻
二
・
歴

代
類
や

『十
八
史
略
』
巻

一
「春
秋
戦
国

・
楚
」
な
ど
に
も
見
え
、
唐
土
宋

・

元
代
に
は

「
四
豪
」
或
は

「
四
賢
」
と
し
て
慣
用
的
に
併
称
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
寧
越

・
徐
尚

・
蘇
秦
等
が
列
記
さ
れ
る
例
は
他
に

な
く
、
現
行
類
書
等
に
は
拠
ら
な
い

「過
秦
論
」
と
青
本
と
の
直
接
的
な
関
係

が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
六
国
を
悉
く
平
定
し
、
阿
房
宮
も
完
成
し
、
満
悦
の
始
皇
帝
の
言
を

記
し
た
、

あ
る
時
し
く
は
う
て
い
、
あ
は
う
き
う
に
出
さ
せ
給
て
、
よ
も
の
け
し
き

を
見
お
ろ
し
て
、
の
た
ま
ひ
け
る
は
、
く
は
ん
中
の
か
た
め
、
き
ん
じ
や

う
千
里
、
ま
こ
と
に
し
そ
ん
万
世
の
こ
う
な
り
、
と
よ
ろ
こ
ひ
給
ふ
所
に

…
…

〈下
略
〉
…
…

な
ど
も
、
「過
秦
論
」
原
拠
の
記
す
始
皇
の
言
、

始
皇
之
心
、
自
以
為
、
関
中
之
固
、
金
城
千
里
、
子
孫
帝
王
、
万
世
之
業

也
。

を
そ
の
ま
ま
書
き
下
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

「過
秦
論
」
利
用
の
観
点
か
ら
、
他
の
諸
本
に
目
を
向
け
る
と
、
第

一
系
統

諸
本
の
冒
頭
部
で
文
辞
の

一
致
す
る
の
は
す
べ
て
こ
の

「過
秦
論
」
に
拠
っ
た

部
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
専
本
の
、

…
…

〈前
略
〉
…
…
ね
い
え
つ
・
し
よ
し
や
う

。
そ
し
ん

。
と
か
く
な
と

云
ち
ほ
う
の
た
つ
し
や
あ
つ
ま
り
て
、
日
夜
心
さ
し
を
は
け
ま
し
、
は
か

り
こ
と
を
つ
く
し
つ
ヽ
、
つ
ゐ
に
、
こ
し

。
そ
ん
じ

。
た
い
た

。
け
い
り



や
う
な
と
い
ふ
名
し
や
う
に
百
万
き
の
つ
は
も
の
を
あ
ひ
そ
へ
、
へ
い
け

ん
く
ん

。
し
ゆ
ん
じ
ん
く
ん

。
し
ん
れ
う
く
ん

。
ま
う
し
や
う
く
ん
、
こ

の
四
君
を
大
将
と
し
て
、
し
ん
の
く
に
を
ほ
ろ
ほ
さ
ん
た
め
に
、
か
ん
や

う
宮
に
そ
お
も
む
き
け
る
。

及
び
穂
本
の
、

こ
の
時
に
あ
た
つ
て
、
斉
の
ま
う
し
や
う
く
ん
、
て
う
の
へ
い
け
ん
く
ん
、

そ
の
し
ゆ
む
し
ん
ら

（「く
」
の
誤
り
か
）
ん

。
き
の
し
ん
れ
う
く
ん
、

此
四
人
は
、
め
い
ち
ゆ
う
長
な
り
。
し
ん
け
つ
な
り
。
を
の
／
ヽ
ち
ほ
う

を
め
く
ら
し
、
人
を
な
つ
け
、
衆
を
い
さ
め
て
、
長
子

。
そ
ん
じ

・
け
い

り
や
う

。
れ
ん
は
な
と
い
ふ
し
や
う
く
ん
に
、
百
万
の
し
そ
つ
を
あ
ひ
そ

へ
て
、
秦
の
み
や
こ
を
せ
め
さ
し
む
。

の
記
述
な
ど
は
、
人
名
配
列
が
多
少
異
な
り
、
青
本
の
よ
う
に
忠
実
な
翻
案
で

は
な
い
も
の
の
、
四
賢
や
六
国
の
諸
士
を
列
挙
す
る
上
で

「過
秦
論
」
を
参
照

し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
、
第

一
系
統
本
冒
頭
部
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

『三
国
伝

記
』
平
仮
名
本
、
巻
二
の
第
八
話

「秦
の
始
皇
帝
、
六
国
を
井
呑
し
給
し
事
」

と
の

一
致
部
分
も
、
実
は
こ
の

「過
秦
論
」
を
踏
ま
え
た
記
述
に
他
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
当
該
部
分
を
挙
げ
る
。

…
…

〈前
略
〉
…
…
こ
の
時
、
せ
い
の
孟
嘗
君
、
趙
の
平
原
君
、
楚
の
春

申
君
、
魏
の
信
陵
君
、
こ
の
四
君
は
、
み
な
明
智
に
し
て
、
ち
う
し
ん
あ

り
。
く
わ
ん
こ
う
に
し
て
、
人
を
あ
ひ
せ
り
。
け
ん
を
た
つ
と
み
、
し
を

お
も
ん
す
る
。

然
る
に
、
し
ん
の
孝
公
、
か
ん
こ
く
、
二
鯖
の
よ
う
か
い
を
、
か
ま
へ

て
、
い
き
ほ
ひ
を
ふ
る
ひ
、
六
国
を
ほ
ろ
ほ
さ
ん
と
す
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、

六
国
の
王
、
た
か
ひ
に
、
心
さ
し
を
通
し
て
、
し
ん
を
ほ
ろ
ほ
さ
ん
事
を
、

あ
ひ
は
か
り
給
。
こ
の
時
、
六
国
に
、
寧
越
、
徐
尚
、
蘇
秦
、
杜
赫
、
陳

珍
、
雀
京
と
て
、
ち
り
や
く
の
す
く
れ
た
る
め
い
し
ん
有
。
呉
起
、
孫
贖
、

帯
他
、
児
良
、
王
蓼
、
日
忌
、
廉
頗
、
趙
奢
と
て
、
ふ
り
や
く
の
す
く
れ

た
る
ゆ
う
し
有
。
こ
れ
ら
の
と
も
か
ら
、
あ
ひ
と
も
に
、
は
か
り
こ
と
を

め
く
ら
し
、
つ
は
も
の
を
と

ヽ
の
へ
て
、
百
万
の
く
ん
せ
い
、
し
ん
に
せ

め
よ
せ
、
あ
ひ
た
ヽ
か
ふ
。
…
…

〈後
略
〉
…
…

Ｑ
三
国
伝
記
し

列
挙
す
る
の
は
人
名
の
み
だ
が
、
最
も
詳
し
い
青
本
さ
え
も
省
略
す
る
六
国

の
士
の
陳
珍

。
雀
京
の
名
を
挙
げ
る
等
、
よ
り
原
拠
に
近
い
所
も
見
せ
て
い
る
。

更
に
、
「成
陽
宮
』
絵
巻
第

一
系
統
諸
本
と

「三
国
伝
記
」
を
比
較
す
る
に
、

専
本
の
前
掲
引
用
文
に
続
く
本
文
、

し
ん
わ
う
こ
の
よ
し
を
聞
給
て
、
は
つ
き

。
も
う
て
ん
な
と
い
ふ
し
や
う

く
ん
に
五
十
万
き
の
つ
は
も
の
を
あ
ひ
そ
へ
、
か
ん
こ
く
の
関
を
ひ
ら
き

て
六
こ
く
の
い
く
さ
を
ま
ね
き
入
、
ふ
せ
き
た

ヽ
か
は
じ
む
る
所
に
、

…
…

〈下
略
〉
…
…

の
後
半
部
、
配
ハ
国
の
兵
を
迎
え
討
つ
秦
軍
が
函
谷
関
を
開
い
て
応
戦
し
た
」

と
い
う
展
開
は
、
原
典
の

「嘗
以

二
什
倍
之
地
、
百
万
之
衆
・、
仰
レ
関
而
攻
レ

秦
。
秦
人
開
レ
関
而
延
レ敵
。
九
国
之
師
、
遁
逃
而
不
二
敢
進

。」
に
拠
っ
た
も

の
で
、
文
辞
は
異
な
る
も
の
の
第

一
系
統
本
に
も
共
通
す
る
内
容
で
あ
る
。
だ

が
前
半
傍
線
部
、
「
は
つ
き

・
も
う
て
ん
」
が
登
場
す
る
の
は
諸
本
の
中
で
専

本
独
自
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
「
は
つ
き

・
も
う
て
ん
」
は

「白
起

・
蒙
括
」

で
、
共
に
秦
の
名
将
で
あ
る
が
、
武
安
君
、
白
起
が
昭
王
の
時
の
臣
下
で
あ
る

の
に
対
し
、
蒙
括
は
始
皇
の
世
代
の
将
軍
と
い
う
年
代
的
矛
盾
を
は
ら
ん
だ
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

「三
国
伝
記
』
に
も
同
様
の
混
同
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
や
は
り
先
掲
本
文
に
続
く
部
分
に
、



秦
王
、
則
、
自
起
、
蒙
悟
、
内
史
勝
以
下
の
将
軍
に
、
お
く
ま
ん
の
衆
を

そ
へ
て
、
く
わ
ん
を
ひ
ら
き
て
、
六
国
の
く
ん
せ
い
を
、
お
ひ
き
入
、
し

き
り
に
た

ゝ
か
ひ
を
な
さ
じ
め
け
る
に
、
六
国
の
つ
は
も
の
、
み
な
、
こ

と
／
ヽ
く
打
ほ
ろ
ほ
さ
れ
て
、
の
こ
る
と
も
か
ら
は
、
す
く
な
し
。
…
…

〈後
略
〉
…
…

と
あ
り
、
文
辞
は
か
な
り
異
な
る
も
の
の
、
「白
起

・
蒙
悟
」
と
い
う
重
要
な

語
句
で
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。
年
代
的
矛
盾
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
す
れ
ば
、

米
沢
本

『詩
学
大
成
抄
』
時
令
円
で
、
「狐
白
委
」
の
注
と
し
て
、
「始
皇
ノ
キ

サ
キ
ノ
テ
ウ
ホ
ウ
ガ
ラ
レ
タ
ソ
、
斉
ノ
孟
嘗
君
カ
ヌ
ス
ン
タ
コ
ト
ア
ル
ソ
」
と

記
し
、
穂
本
同
様
、
孟
嘗
君
を
秦
の
昭
王
で
は
な
く
、
始
皇
帝
時
代
の
人
物
と

誤
る
の
を
は
じ
め
、
岩
瀬
本

『詩
学
大
成
抄
』
節
序
門
で
も
、
秦
の
孝
公
の
臣

下
、
商
軟
を

「秦
ノ
始
皇
ノ
時
二
商
軟
卜
云
者
」
と
す
る
例
も
あ
り
、
必
ず
し

も
稀
で
は
な
い
。
し
か
し

「韓
信

・
白
起
」
や

「白
起

・
王
剪
」
を
並
べ
る
例

は
あ
っ
て
も
、
「白
起

・
蒙
括
」
は
他
に
見
出
せ
ず
興
味
深
い
一
致
と
な
っ
て

い
る
。

「過
秦
論
」
の
如
き
正
統
な
漢
籍
が
、
「成
陽
宮
』
絵
巻
の
詞
章
に
引
用
さ
れ

る
契
機
と
し
て
は
、
冒
一国
伝
記
』
の
ご
と
き
説
話
を
介
在
さ
せ
た
く
な
る
が
、

既
に
検
分
し
た
と
お
り
、
文
辞
の
点
で
の
緊
密
性
は
な
く
、
先
に
掲
げ
た
青
本

の
、
恵
文

・
武

。
昭
襄
の
各
工
が
奪
取
し
た
東
西
南
北
の
地
名
の
忠
実
な
翻
案

等
、
「三
国
伝
記
』
で
は
見
ら
れ
な
い
原
拠
の
利
用
も

「成
陽
宮
』
絵
巻
に
は

確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「過
秦
論
」
原
典
で
は
、
秦
軍
の
攻
撃
の
激
烈
か
つ
悲
惨
な
る
を

「追
レ
亡

逐
レ
北
、
伏
Ｆ
百
万
、
流
血
漂
レ
櫓
。」
と
表
現
す
る
。
即
ち
、
倒
れ
伏
し
た
屍

の
数
は
百
万
、
流
れ
る
血
の
量
た
る
や
、
櫓
を
浮
か
べ
漂
わ
す
ほ
ど
で
あ
っ
た
、

と
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
、
ヨ
一国
伝
記
」
に
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
青
本

で
、

み
た
れ
あ
ふ
て
た

ヽ
か
ふ
ほ
と
に
、
な
か
る
ヽ
ち
は
川
を
な
し
、
ほ
ろ
ふ

る
か
は
ね
は
山
を
な
す

と
あ
る
の
を
始
め
、
専
本
の
、

し
ん
の
い
く
さ
つ
よ
く
し
て
、
六
こ
く
の
た

ヽ
か
ひ
や
ふ
れ
し
か
は
、
う

ち
ほ
ろ
ほ
さ
る
ヽ
事
か
す
を
し
ら
す
、
ち
大
河
を
な
か
し
て
た
く
を
た
ゝ

よ
は
し
、
か
は
ね
は
か
う
か
く
と
な
つ
て
行
か
よ
ふ
み
ち
も
な
し

右
引
用
の
傍
線
部
、
或
は
穂
本
の
、

あ
は
れ
な
る
か
な
、
大
国
の
つ
は
も
の
は
長
途
に
馬
の
あ
し
を
つ
か
ら
か

し
け
る
ゆ
へ
に
、
た

ヽ
か
ひ
つ
か
れ
て
す
く
に
い
く
さ
に
か
け
ま
け
け
り
。

な
か
る
ヽ
血
は
た
て
を
た

ゝ
よ
は
し
、
ふ
せ
る
か
は
ね
は
山
と
そ
な
れ
る

傍
線
部
の
ご
と
く
、
よ
り
原
拠
に
近
い
文
辞
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
表
現
を
比
較
し
て
も
、
青
本
と
専
本
を
折
衷
し
た
も
の
が
穂
本
に

最
も
近
い
等
、
コ
一国
伝
記
』
も
含
め
た
諸
本
相
互
の
関
係
は
不
明
で
、
原
拠

「過
秦
論
」
を
各
々
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
に
留
ま
る
。

二

そ
う
し
た
中
で
先
述
の
ご
と
く
、
青
本
は
他
本
に
比
べ
て

「過
秦
論
」
原
典

の
表
現
に
最
も
忠
実
で
、
直
接

「過
秦
論
」
を
参
照
し
つ
つ
詞
章
を
な
し
た
か

の
ご
と
く
で
あ
る
。
「不
老
不
死
」
絵
巻
の
作
者
が
、
仏
典
を
比
較
的
忠
実
に

翻
案
し
な
が
ら
冒
頭
天
埜
部
を
完
成
さ
せ
た
の
と
同
様
な
趣
向
だ
、
こ
の

『咸

陽
官
』
絵
巻
青
本
で
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
結
論
を
下
す
前

に
今

一
度
、
青
本
冒
頭
部
、
秦
の
歴
代
の
記
述
を
検
分
し
た
い
と
思
う
。

青
本
の
歴
代
秦
王
の
記
述
が
、
正
史
に
比
し
て
も
、
ほ
ぼ
正
鵠
を
射
て
い
る



こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
青
本
に
は
、
「過
秦
論
」
に
拠
り
つ
つ
も
、

独
自
の
増
補
を
行
っ
た
興
味
深
い
部
分
が
あ
る
。
即
ち
、
六
国
の
諸
侯
が
会
盟

し
、
謀
策
を
め
ぐ
ら
し
た
次
の
記
述
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
つ
て
、
せ
い
の
ひ
ん
わ
う

・
え
ん
の
せ
つヽ
わ
う

。
て
つヽ
の
け
い

ふ
ん
わ
う

。
そ
の
き
や
う
わ
う

。
か
ん
の
き
わ
う

。
ぎ
の
せ
う
わ
う
、
す

へ
て
六
わ
う
心
さ
し
を
お
な
し
う
し
て
、　
一
天
四
か
い
の
ゆ
う
し
を
ま
ね

き
、
ち
う
ほ
う
を
お
し
ま
す
し
ぎ
や
う
し
て
、
し
ん
を
ま
よ
は
さ
ん
は
か

り
こ
と
を
そ
め
く
ら
さ
れ
け
る
。

「過
秦
論
」
が
、

諸
侯
恐
燿
、
会
盟
而
謀
レ
弱
レ秦
。
不
レ愛
二
珍
器
重
宝
肥
饒
之
地

・、
以
致

二
天
下
之
士

・。
合
レ従
締
レ交
、
相
与
為
Ｌ

。

と
す
る
の
に
大
略
依
り
な
が
ら
、
青
本
は
原
典
に
は
な
い
六
国
の
王
の
名
、
斉

の
関
王

・
燕
の
昭
王

・
趙
の
恵
文
王

・
楚
の
頃

（襄
）
王

・
韓
の
贅
王

・
魏
の

昭
王
を
総
て
列
挙
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
列
記
は

「史
記
』
や

「十
八
史
略
」

で
確
認
で
き
な
い
の
を
は
じ
め
、
冒
一国
伝
記
』

・

『太
平
記
』
諸
本
や

「史

記
抄
』

・

『古
文
真
宝
抄
』
等
本
国
の
抄
物
に
も
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

強
大
な
秦
に
対
抗
す
る
六
国
の
会
盟
や
合
従

・
連
衡
を
最
も
詳
し
く
記
す
の

は

「史
記
』
の

「蘇
秦
列
伝
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
蘇
秦
が
尽
力
し
、
合
従
を

成
立
さ
せ
た
の
は
秦
の
昭
王
の
一
代
前
、
恵
王
の
治
世
で
あ
り
、
こ
の
考
え
を

進
言
し
た
の
は
韓
の
宣
恵
王
、
斉
の
宣
王
ら
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
燕
等
、
す

で
に
王
位
の
代
わ
っ
て
い
る
国
も
あ
っ
た
が
、
青
本
に
記
さ
れ
る
六
王
の
列
挙

は
文
中
見
出
せ
な
い
。
だ
が
、
蘇
秦
以
後
も
六
国
の
密
約
は
屡
々
行
わ
れ
た
こ

と
は
、
「戦
国
策
」
を
結
い
て
も
、
各
国
の
連
合
軍
が
秦
と
千
文
を
交
え
る
記

事
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
こ
れ
を
以
て
青
本
を
誤
り
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

逆
に
、
こ
の
六
王
は
青
本
の
記
す
秦
の
昭
王
の
時
に
在
位
し
て
い
た
こ
と
が

「史
記
』
の
巻
十
五
、
「
六
国
年
表
」
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
趙
の
恵
文
王
は
平
原
君
を
用
い
た
国
王
で
あ
り
、
春
申
君
は

楚
の
頃
襄
王
の
、
孟
嘗
君
は
斉
の
関
王
の
臣
下
で
あ
り
、
信
陵
君
は
魏
の
昭
王

の
末
子
で
あ
る
。
何
等
矛
盾
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

如
上
、
青
本
は
整
合
性
に
留
意
し
つ
つ
綿
密
な
調
査
を
以
て
歴
史
を
叙
述
し

て
い
る
印
象
を
与
え
る
が
、
留
保
す
べ
き
点
も
あ
る
。　
一
例
を
挙
げ
る
と
、
青

本
は
秦
の
孝
公
を

「
そ
れ

（膠
公
）
よ
り
十
四
代
に
あ
た
る
を
は
、
か
う
こ
う

と
申
す
。」
と
記
す
。
膠
公
か
ら
孝
公
に
至
る
歴
代
の
事
蹟
を
簡
略
化
し
な
が

ら
述
べ
る
の
は
、
「史
記
」
「八
史
略
』
等
、
唐
土
の
史
書
も
同
様
で
あ
る
。
し

か
し
、
「十
八
史
略
』
で
は
、
膠
公
か
ら
孝
公
に
至
る
歴
代
を
、
康
公

・
共

公

・
桓
公

。
景
公

・
哀
公

・
恵
公

・
悼
公

・
属
公

・
共
公

・
躁
公

・
懐
公

・
霊

公

・
簡
公

・
恵
公

・
出
子

・
献
公
と
し
て
十
六
人
列
挙
し
、
孝
公
を
十
七
代
目

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
「史
記
』
の
紀
伝
を
ま
と
め
る
と
、
康
公

・

共
公

・
桓
公

。
景
公

・
哀
公

・
恵
公

・
悼
公

・
属
共
王

・
躁
公

・
懐
公

。
霊

公

・
簡
公

・
恵
公

。
出
子

・
献
公
の
順
で
あ
る
。
「十
八
史
略
』
は
属
共
公
を

二
公
と
誤
認
す
る
誤
り
を
犯
し
て
お
り
、
そ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
「史
記
』

と
同

一
で
、
孝
公
は
十
六
代
に
あ
た
る
と
す
る
の
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
で
は
な
ぜ
青
本
で
は
十
四
代
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

六
国
の
諸
王
の
名
を
正
確
に
記
す
こ
と
と
は
異
に
す
る
こ
う
し
た
筆
致
は
更

に

一
例
看
取
さ
れ
る
。
秦
の
修
公
の
重
臣
、
百
里
笑
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

青
本
で
は
、

さ
れ
は
、
こ
の

（膠
公
の
）
と
き
そ
か
し
、
申
屠
は
く
り
け
い
な
ん
と

ゝ

い
ふ
、
め
い
よ
の
も
の
と
も
、
わ
か
君
の
く
に
を
す
て
ゝ
、
ほ
つ
こ
う
の

し
ん
と
な
り
、
ま
つ
り
こ
と
を
、
か
し
こ
く
お
こ
な
ふ
か
ゆ
へ
に
、
く
に

の
い
き
は
ひ
、
け
う
大
に
な
り
に
け
り
。



と
し
て
、
傍
線
部
、
「申
屠
は
く
り
け
い
」
と
連
記
す
る
。
「め
い
よ
の
も
の
と

も
」
と
あ
り
、
申
屠

・
百
里
笑
を
相
異
な
る
二
者
と
解
し
て
い
る
の
は

一
目
瞭

然
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
場
合
の
申
屠
が
問
題
で
あ
る
。

「申
屠
」
は
複
姓
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
の
み
で
特
定
の
一
個
人
を
示

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
中
で
、
唐
土
春
秋
戦
国
期
ま
で
の

「申
屠
」
姓
と

い
え
ば

『荘
子
』
外
物
篇
や

「韓
詩
外
伝
』
に
も
そ
の
名
の
見
え
る
申
徒
秋

翁
屠
」
と

「徒
」
は
通
韻
）
が
最
も
著
名
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

『荘
子
」
に
拠

る
と
、
申
徒
秋
は
諌
言
の
聴
き
入
れ
ら
れ
ざ
る
た
め
に
石
を
背
負
い
自
ら
河
に

身
を
投
じ
た
猜
介
の
人
と
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
在
世
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

当
然
、
「史
記
』
の

「秦
本
紀
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
で
は
な
ぜ
青
本
は
殊
更

漢
字
表
記
を
以
て
具
体
的
に

「申
屠
」
の
姓
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
注
目
し
て

「史
記
」
を
繕
く
に
、
申
徒
狭
の
名
は

「魯
仲
連

・
都
陽

列
伝
」
の
中
に

「是
申
徒
秋
自
沈

二
於
河
」

と
い
う
文
辞
で
登
場
す
る
の
で

あ
る
。
こ
の
部
分
、
注
釈
書
を
参
照
す
る
と
、
「集
解
』
が

「漢
書
音
義
日
、

殷
之
末
世
人
」
と
し
て
、
申
徒
秋
を
殷
人
と
解
す
る
の
に
対
し
、
「索
隠
』
で

は

「申
屠
秋
。
按
二
荘
子
一、
申
屠
狭
諌
而
不
レ
用
、
負
レ
石
自
投
レ
河
、
葦
昭
云
、

六
国
時
人
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「申
屠
秋
」
の
表
記
の
点
で
も
青
本
と

一
致
す

る
の
を
始
め
、
在
世
を
段
で
は
な
く
、
大
国
の
時
代
と
記
す
の
は
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の

「魯
仲
連

・
邦
陽
列
伝
」
で
は
申
屠
秋
に
次
い
で
百
里
尖
の
逸
話

が
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

百
里
笑
は
元
来
虞
の
人
で
、
後
、
斉
に
捕
ら
え
ら
れ
膠
公
の
夫
人
の
勝

（嫁

ぎ
先
に
従
附
す
る
臣
下
）
と
な
り
、
秦
の
膠
公
に
用
い
ら
れ
る
所
と
な
る
。
し

か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
清
代
の
梁
玉
縄
は

「史
記
志
疑
』
の
中
で
、
「晋
世
家
』

で
は
井
伯

・
百
里
尖
と
連
記
さ
れ
た
こ
と
で
実
際
勝
と
さ
れ
た
井
伯
が
百
里
笑

に
誤
た
れ
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
示
唆
的
で
あ
る
。
即
ち
、

正
史
に
あ
っ
て
も
こ
う
し
た
本
文
の
混
同
は
少
な
く
な
く
、
後
人
、
特
に
日
本

に
あ
っ
て
は
離
館
が
生
じ
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

お
そ
ら
く

「魯
仲
連

・
都
陽
列
伝
」
の
ご
と
ぐ
、
申
徒
秋
と
百
里
尖
を
列
記
す

る
よ
う
な
場
面
、
或
は
そ
れ
を
引
用
す
る
何
ら
か
の
類
書
か
抄
物
で

「索
隠
』

を
敷
行
さ
せ
た
ご
と
き
内
容
を
持
つ
も
の
に
引
か
れ
て
二
者
の
名
を
誤
っ
て
連

書
し
て
し
ま
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

「史
記
』
等
の
史
書
で
百
里
笑
と
並
称
さ
れ
る
修
公
の
臣
下
に
は
、
後
世

「
二
老
」
と
称
さ
れ
る
走
叔
が
い
る
。
「秦
本
紀
」
又
は

「十
八
史
略
』
に
充
分

通
じ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
青
本
の
よ
う
に

「申
屠
は
く
り
け
い
」
な
ど
と
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
歴
代
を
十
四
代
と
し
た
記
述
と
あ

わ
せ
て
、
些
細
な
点
で
あ
る
と
は
い
え
、
青
本
冒
頭
部
の
性
格
を
考
え
る
上
で

看
過
で
き
な
い
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
や
は
り
青
本
の
詞

章
作
成
に
あ
た
っ
て
は

『史
記
』
や

「過
秦
論
」
翁
古
文
真
宝
じ

を
直
接
利

用
し
た
と
短
絡
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
何

ら
か
の
注
釈
書
を
用
い
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
も
室

町
末
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、
五
山
禅
林
で
行
わ
れ
て
い
た
講
説
に
劣
ら
な

い
高
い
水
準
の
抄
、
或
は
手
控
え
の
存
在
が
想
像
さ
れ
よ
う
。

『平
家
物
語
」
と
は

一
線
を
画
す
、
室
町
時
代
物
語
の

「咸
陽
宮
』
絵
巻
の

世
界
を
探
る
上
で
、
第

一
系
統
本
、
特
に
青
本
の
冒
頭
部
は
刺
激
的
で
あ
る
。

物
語
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
伊
井
先
生
も
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
「源
平
盛

衰
記
』
や

「太
平
記
」
な
ど
の
類
話
を
ほ
ぼ
完
全
に
踏
襲
し
て
い
く
姿
勢
と
は

異
な
り
、
こ
の
冒
頭
部
の
歴
史
叙
述
は
名
文

「過
秦
論
」
を
翻
案
す
る
こ
と
で
、

漢
文
特
有
の
韻
律
の
躍
動
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
参
照
し
た
の
は
当
然

「過

秦
論
」
の
み
で
は
な
い
に
し
ろ
、
ヨ
一国
伝
記
』
を
含
め
た
室
町
期
の
成
陽
宮

物
語
の
一
系
統
が
買
誼
の
傑
作
に
よ
っ
て
収
敏
さ
れ
る
こ
と
は
留
意
し
な
け
れ



ば
な
ら
な
い
。

三

秦
の
治
世
を
論
じ
た
作
品
と
し
て
買
誼

「過
秦
論
」
に
劣
ら
ぬ
傑
作
に
社
牧

の

「
阿
房
宮
賦
」
が
あ
る
。
既
掲
、
五
山
学
僧
の
詩
題
に
も

「読
阿
房
宮
賦
」

と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
禅
林
の
社
牧
賛
で
も
賦
中
の
語
句
が
し
ば
し
ば
引
用
さ

れ
る
こ
と
は
拙
稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り

「過
秦
論
」
以
上
に
人
口

に
謄
久
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
作
品
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
室

町
時
代
物
語
で
あ
る

「成
陽
宮
』
絵
巻
の
詞
章
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
て

も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
文
辞
の
上
で
の
近
似
性
は
さ
ほ
ど
強
く
は
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
中
で
、
「過
秦
論
」
に
拠
っ
て
い
な
い
第
二
系
統
本
に
そ
の
影
響

が
看
取
で
き
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。

ス
本
で
は
咸
陽
宮
の
偉
容
を
述
べ
、
阿
房
殿
の
豪
華
な
装
飾
を
記
し
た
後
、

始
皇
帝
の
後
宮
に
言
及
す
る
場
面
が
続
い
て
い
る
。
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第

一
系
統
本
に
は
見
ら
れ
な
い
、
唐
上
の
伝
統
的

「宮
詞
」
を
意
識
し
た
が
如

き
優
艶
な
措
辞
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た

「過
秦
論
」
に
は
な
い
後
宮
の
表
現
が

「阿
房
宮
賦
」
に
は
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

０

　

　

　

　

０
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雷
筵
乍
驚
、
宮
車
過
也
。
　

戦
続
遠
聴
、
杏
不
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其
所
之
也
。

一
肌

一
容
、
尽
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極
妍
。　
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日
翻
劉
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有
不
得
見
者
、
三
十
六
年
。

翁
古
文
真
宝
』
後
集
所
収
本
文
に
拠
る
）

番
号
を
付
し
た
傍
線
部
の
表
現
が
各
々
対
応
し
て
お
り
、
こ
の
部
分
、
第
二
系

統
本
は

「阿
房
宮
賦
」
を
下
敷
に
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の

描
写
を
は
じ
め
第
二
系
統
本
の
秀
麗
な
文
体
は
、
製
作
者
の

「史
記
」
等
唐
土

の
歴
史

。
文
学
に
精
通
し
た
学
識
と
美
意
識
を
実
感
さ
せ
る
優
れ
た
も
の
で
あ

り
、
正
統
な
出
典
を
想
定
さ
せ
る
が
、
「阿
房
宮
賦
」
と
の
関
連
に
限
れ
ば
他

は
管
見
で
は
確
認
し
得
な
い
。

如
上
、
詞
章
の
出
典
を
中
心
に

「成
陽
宮
』
絵
巻
諸
本
の
冒
頭
部
を
確
認
し

て
き
た
。
各
系
統
が
室
町
期
に
五
山
禅
林
を
中
心
に
人
口
に
檜
久
し
た

「古
文

真
宝
』
所
収
の
二
作
品
、
買
誼

「過
秦
論
」
と
杜
牧

「阿
房
宮
賦
」
の
受
容
の

相
違
で
大
別
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
く
、
そ
の
上
で
当
然

『古
文
真
宝

抄
」
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
彦
龍
抄

・
桂
林
抄
等
管
見
で
は

「成

陽
宮
』
絵
巻
に
与
え
た
影
響
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
二
系
統
の
諸
本
間

で
も
第

一
系
統
の
専
本

・
穂
本
の
み
に
見
ら
れ
る
、
戦
乱
の
世
の
反
定
立
と
し

て
掲
げ
る
聖
帝

・
賢
帝
の
御
代
を
讃
え
る
と
い
う
設
定
が
、
文
辞
は
全
く
異
な

る
も
の
の
第
二
系
統
本
に
見
ら
れ
る
等
、
そ
の
相
互
関
係
に
は
多
く
の
疑
間
が

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
更
に

「成
陽
宮
』
絵
巻
の
製
作
背
景
を
探

る
べ
く
、
第
二
系
統
本
の
物
語
構
成
の
に
目
を
転
じ
て
い
き
た
い
。



四

「咸
陽
宮
』
絵
巻
諸
本
で
、
文
辞
の
ほ
ぼ

一
致
す
る
第
二
系
統
の
三
本
で
あ

る
が
、
そ
の
結
末
は

一
様
で
は
な
い
。
ス
本
に
は
田
光
先
生
諄
以
下
の
中
巻
に

相
当
す
る
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
、
下
巻
に
は
他
本
に
は
な
い
項
羽
の
咸

陽
宮
攻
撃
と
秦
の
滅
亡
、
更
に
は
項
羽
の
敗
退
、
劉
邦
に
よ
る
天
下
統

一
ま
で

も
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
伊
井
先
生
の
御
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
ス
本
と

同
系
統
の
二
松
本
が
、
剤
朝

・
秦
舞
陽
の
始
皇
帝
暗
殺
の
不
首
尾
、
及
び

『史

記
』
の

「刺
客
列
伝
」
を
典
拠
と
す
る
高
漸
離
の
後
日
諄
を
記
し
、
「只
天
う

ん
の
つ
よ
き
始
皇
帝
の
く
わ
ほ
う
の
ほ
と
こ
そ
め
て
た
け
れ
」
と
い
う
祝
言
を

以
て
物
語
を
終
え
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
下
巻
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
中
巻
相

当
部
分
に
は
第

一
系
統
の
青
本

・
専
本
に
見
ら
れ
る
徐
福
諄
や
始
皇
帝
の
売
去
、

臣
下
で
あ
る
李
斯

・
趙
高
の
勢
力
闘
争
、
趙
高
の
奢
り
と
二
世
皇
帝
の
暗
殺
、

三
世
子
嬰
の
擁
立
、
と
い
っ
た
要
素
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
に
難

く
な

い
。
即
ち
、
「云
云
亭
」

。

「長
城
」

。

「阿
房
宮
」

。

「東
海
」

・

「沙
丘
」

。
「成
陽
」

。

「上
察
」

・
「殺
子
谷
」

。
「朝
道
」
と
い
う

「胡

曽
詩
抄
』
の
秦
史
に
関
す
る
詩
題
と
そ
の
内
容
、
及
び

「鳥
ノ
頭
白
」

。
「不

死
ノ
薬
」

。
「指
鹿
云
馬
」
と
続
く

『連
集
良
材
』
の
秦
に
つ
い
て
の
記
事
を

勘
案
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
上
の
故
事
に
由
来
す
る
詩
題
を
ほ
ぼ
時
代
に

沿
っ
て
配
置
す
る

「胡
曽
詩
』
の
初
学
書
と
し
て
の
室
町
時
代
の
文
学
に
お
け

る
役
割
は
展
々
称
揚
さ
れ
る
所
で
あ
る
し
、　
一
方
の

『連
集
良
材
』
か
ら
は
、

絵
巻
の
製
作
か
ら
も
決
し
て
隔
絶
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
連
歌
師
の

一
般

的
な
漢
故
事
の
知
識
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
両
書
が
秦
の
滅
亡
に
至

る
大
筋
で

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
山
詩
僧
の
詩
題
に
も
し
ば
し
ば
見
え

る
、
往
時
の

「秦
記
」
と
は
か
か
る
要
素
を
満
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
叙
述
内
容
を
網
羅
し
う
る
と
す
れ
ば
、
ス
本

の
中
巻
部
分
は
二
巻
に
は
相
当
し
、
元
来
は
全
四
巻
に
も
及
ぶ
長
大
な
絵
巻
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
な
ぜ
、
同
題
を
掲
げ
る
絵
巻
の
中
で
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
結
末
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
然
、
草
子
屋
の
意
図
が
大

き
く
関
与
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の

諸
本
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
城
殿
が
制
作
に
乗
り
出
し
て
い
る
こ
と
ら

考
え
て
、
近
世
初
頭
、
「成
陽
宮
』
絵
巻
が
需
要
の
多
い
作
品
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
、
物
語
自
体
が
見
せ
場
に
事
欠
か
な
い
上
に
、
始
皇

帝

へ
の
賛
美
で
物
語
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
「文
正
草
子
』
や

『不
老

不
死
』
に
共
通
す
る
祝
言
物
の
体
裁
を
整
え
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
青
本
や
専
本
に
見
ら
れ
る
徐
福
諄
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
祝

言
的
色
彩
は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
物
語
の
終
末
は
、
絵

巻
の
依
頼
者

（読
者
）
と
制
作
者
と
の
個
別
の
事
例
に
よ
り
流
動
的
に
変
わ
り

得
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
長
大
な
原

「咸
陽
宮
絵

巻
」
を
想
定
さ
せ
る
ス
本
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。

ス
本
の
下
巻
、
項
羽
と
劉
邦
の
死
烈
な
攻
防
を
描
く
文
辞
は
、
「太
平
記
』

版
本
の
巻
第
二
十
八
、
「慧
源
禅
閤
南
方
合
体
の
事
、
付
け
た
り
漢
楚
合
戦
の

事
」
に
ほ
ぼ

一
致
を
見
る
。
そ
の

「太
平
記
』
の
記
述
自
体
が

「史
記
』
の

「項
羽
本
紀
」

。
「高
祖
本
紀
」
に
拠
っ
て
い
る
の
で
、
「史
記
」
と
の
関
係
の

密
接
な
ス
本
で
あ
れ
ば
、
特
に

「太
平
記
』
を
介
在
さ
せ
る
必
要
は
な
い
と
も

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ス
本
が
祝
言
を
以
て
物
語
を
閉
じ
る
こ
と
は
実
は
他

本
と
同
様
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
祝
言
は
秦
始
皇
帝
に
向
け
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
劉
邦
の
臣
下
と
し
て
天
下
統

一
に
尽
力
し
た
張
良
の
功
績
を
た
た

え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
が
他
の
諸
本
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
部



分
を
挙
げ
て
お
く
。

…
…

〈前
略
〉
…
…
漢
の
高
祖
い
く
さ
に
う
ち
か
ち
、
天
下
す
み
や
か
に

お
さ
ま
り
、
漢
の
世
つ
た
は
り
て
、
七
百
年
を
た
も
ち
し
こ
と
は
、
こ
れ

し
か
し
な
が
ら
張
良
が
は
か
り
こ
と
よ
り
お
こ
れ
り
。
そ
も
く
張
良
は
、

み
づ
か
ら
の
手
に
か
け
て
ほ
こ
を
ふ
り
、
い
く
さ
を
せ
し
こ
と
、　
一
度
も

な
し
。
た
ゞ
は
か
り
こ
と
を
む
ね
と
し
て
、
か
た
き
を
た
い
ら
げ
、
天
下

を
お
さ
め
た
り
。
さ
れ
ば
、
漢
の
か
う
祖
の
い
は
く
、
は
か
り
こ
と
を
帷

握
の
う
ち
に
め
ぐ
ら
し
て
、
か
つ
、
こ
と
を
千
里
の
外
に
決
せ
し
も
の
は

子
房
な
り
、
と
の
給
ひ
け
り
。
そ
の
か
ほ
か
た
ち
、
た
け
か
ら
ず
、
い
か

に
も
ゆ
う
に
う
つ
く
し
く
、
さ
な
が
ら
児
の
こ
と
く
な
れ
と
も
、
そ
の
ち

ゑ
ふ
か
く
し
て
、
は
か
り
こ
と
は
天
下
に
お
こ
な
は
れ
て
、
忠
臣
良
将
の

ほ
ま
れ
を
ば
、
い
ま
の
世
ま
で
も
つ
た
へ
た
り
。
さ
て
も
、
下
の
橋
に
妃

て
お
き
な
に
け
い
や
く
せ
し
こ
と
く
、
十
三
年
の
ヽ
ち
穀
城
山
の
ふ
も
と

に
し
て
黄
な
る
石
を
も
と
め
て
、
つ
ね
に
こ
れ
を
ま
つ
り
し
が
、
の
ち
に

赤
松
子
と
い
ふ
仙
人
に
し
た
が
ひ
て
、
長
生
不
死
の
素
を
な
め
、
こ
ん
ろ

ん
山
に
の
は
り
つ
ヽ
、
西
わ
う
母
と
も
ろ
と
も
に
、
と
も
に
命
を
た
も
ち

け
る
と
か
や
。

単
に
漢
の
高
祖
を
讃
え
る
だ
け
で
な
く
、
張
良
に
ま
で
言
及
す
る
こ
と
に
如
何

な
る
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
そ
こ
に
室
町
期
に

一
般
化
し
た
新
た

な
史
観
の
影
響
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
「顛
嵐
販
項
」
が
そ
れ
で

あ
る
。

室
町
後
期
の
抄
物
で
桃
源
瑞
仙
の
説
を
聞
書
し
た

「蕉
窓
夜
話
」
に
次
の
項

目
が
あ
る
。

扇
顛
項
豚
、
如
転
眼
、
赤
精
之
子
己
竜
興
此
句
ハ
漁
梁
集
卜
云
モ
ノ
ニ
ア

リ
。
元
朝
ノ
末
ノ
集
ソ
。
主
ハ
無
ソ
。
常
ニ
ハ
願
顛
劉
豚
ト
ア
ル
ソ
。
碁

ノ
詩
ニ
モ
作
タ
ソ
。
項
畷
ハ
メ
ツ
ラ
シ
イ
ソ
。
扇
ハ
秦
ノ
姓
ソ
。
項
ハ
項

羽
ソ
。
始
皇
モ
項
羽
モ
亡
テ
ノ
ケ
タ
ソ
。
顛
倒
シ
畷
ヤ
ウ
ナ
ソ
。
サ
ウ
シ

テ
高
祖
ノ
竜
ノ
如
二
興
テ
天
下
ヲ
保
タ
ソ
。
…
…

〈後
略
〉
…
…

即
ち
、
「顛
嵐
豚
項
」
と
は
元
来
、
韓
念
詩
等
の
古
典
に
見
ら
れ
た

「嵐
顛

劉
畷
」
た
る
定
型
句
を
改
め
た
唐
土
、
元
末
の

「漁
梁
集
』
な
る
詩
文
集
所
収

の
上
の

一
聯
に
よ
っ
て
本
国
に
も
齋
さ
れ
た
新
奇
な
表
現
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
「嘉
顕
劉
畷
」
は
、
秦

（嵐
姓
）

・
漢

（劉
姓
）
両
朝
の
衰
亡
の
歴
史

を
述
懐
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
杜
牧

「
阿
房
宮
賦
」
に
相
通
じ
る
無
常
観
で
あ

２一
。一

方
、
「顛
扇
販
項
」

（項
は
項
羽
）
は
そ
の
単
な
る
変
型
に
留
ま
ら
ず
、

「蕉
窓
夜
話
』
で
記
す
ご
と
く
、
宋
代
、
羅
大
経
著

『鶴
林
玉
露
』
の
次
の
記

述
を
契
機
に
、
更
に
新
た
な
詩
題
を
喚
起
さ
せ
る
重
要
な
表
現
と
し
て
理
解

・

受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

自
レ古
豪
傑
之
士
、
立
レ業
建
レ功
、
定
レ変
再
レ
難
、
大
抵
以
無
レ
所
レ為
而

為
レ
之
者
為
Ｌ
口
。
三
代
入
物
固
不
レ
待
Ｌ
百
、
下
レ
此
…
…

〈中
略
〉
…
…

張
子
房
、
顛
扇
豚
項
而
瓢
然
従
二赤
松
子
一遊
。
皆
足
三
以
レ高
出
二
秦
漢
人

物
之
上
。
左
太
沖
詩
云
、
功
成
不
受
賞
、
長
揖
帰
田
慮
。
…
…

〈後
略
〉

（地
集
巻
之
四

「功
成
不
受
賞
し

傍
線
部
の
よ
う
に
、
「顛
嵐
販
項
」
は
高
祖
で
は
な
く
、
劉
邦
臣
下
の
名
将
、

張
良
の
偉
業
と
し
て
解
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
大
き
な
歴
史
の
転
換
を

一
人
の

人
物
の
所
業
に
、
そ
れ
も

一
臣
下
の
勲
功
に
収
飲
す
る
史
観
の
象
徴
と
し
て
用

い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
や
は
り

「蕉
窓
夜

話
」
で
言
及
さ
れ
る

「碁
ノ
詩
」
に
拠
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「碁
ノ
詩
」
と
は
明
初
成
立
の
元
詩
の
総
集

『元
詩
体
要
』
所
収
、
黄
晋
卿



の
七
絶

「
四
皓
囲
棋
図
」
賛
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

四
皓
囲
棋
図
　
　
　
黄
晋
卿

当
局
沈
吟
只
護
労
　
区
々
勝
敗
直
秋
宅

顛
扇
販
項
非
君
事
　
頼
有
安
劉
未
著
高

本
国
に
お
け
る

「
四
皓
囲
棋
図
」
賛
の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
も

の
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
説
明
の
繁
を
省
く
が
、
本
国
禅
林
詩
壇
に
お
け
る
商

山
四
皓
材
の
詩
作
が
橘
中
仙
や
王
質
の
説
話
に
附
会
さ
れ
、
時
代
を
降
る
に
し

た
が
っ
て
陳
套
化
し
て
い
く
状
況
を
以
前
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
商

山
四
皓
を
恵
帝
の
補
佐
役
と
し
て
招
い
た
張
良
の
功
績
に
注
目
し
、
天
下
安
泰

の
礎
を
築
い
た
偉
人
と
し
て
詩
中
に
詠
み
込
む
こ
と
が

一
つ
の
眼
日
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
史
観
が
、
「史

記
』
の

「留
侯
世
家
」
の
物
語
性
豊
か
な
叙
述
と
相
侯
っ
て
、
「昆
命
山
に
登

り
西
王
母
と
共
に
命
を
保
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な

「史
記
』
の
枠
組
に
は
お
さ

ま
ら
な
い
数
多
の
説
話
の
源
泉
と
な
り
、
例
え
ば
謡
曲
や
幸
若
舞
曲
の
詞
章
等

に
結
実
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
ス
本
の
よ
う
に
戦
国
の
歴
史
を
語
る
に
当
た
り
、
張
良
を
以
て
物
語

を
結
ぶ
こ
と
は
、
唐
土
の
影
響
の
も
と
に
育
ま
れ
た
正
し
く
室
町
時
代
禅
林
的

な
史
観
を
踏
ま
え
た
も
の
と
し
て
称
揚
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「咸
陽
宮
』
絵
巻
第
二
系
統
は
本
来
、
ス
本
の
よ
う
に
室
町
時

代
的
史
観
に
基
づ
く
長
大
な
作
品
で
あ
っ
た
の
が
、
依
頼
者
の
用
途
や
制
作
者

の
都
合
に
応
じ
流
動
的
に
切
ら
れ
、
そ
し
て
現
在
、
三
本
が
残
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

結
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

諸
本
冒
頭
部
及
び
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
長
大
な
後
半
部
を
通
し
、
「成
陽
宮
』

絵
巻
の
室
町
時
代
的
側
面
を
探
求
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
当
然
室
町
期
に
お
け

る

「平
家
物
語
』
や

「太
平
記
』
の
受
容
の
問
題
等
が
あ
り
、
簡
単
に
結
論
付

け
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
絵
巻
の
詞
章
が
、
「過
秦
論
」
や

「
阿
房
宮

賦
」
と
い
っ
た

「古
文
真
宝
』
所
収
の
言
辞
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
、
更
に
、

「平
家
物
語
』
の
枠
組
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
「
顛
扇
豚
項
」
と
い
う
新
た

な
史
観
に
裏
付
け
ら
れ
た
壮
大
な
歴
史
物
語
に
転
化
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は
、

学
識
豊
か
な
製
作
者
と
高
い
教
養
の
読
者
層
を
想
定
さ
せ
、
室
町
時
代
後
期
の

物
語
の
中
で
も

一
際
興
味
深
い
作
品
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

諸
本
の
絵
柄
、
個
々
の
説
話
の
異
同
等
考
察
す
べ
き
面
は
多

い
。
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
察
を
深
め
た
い
と
思
う
。

注（１
）
黒
田
彰
氏
著

『中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
」
（和
泉
書
院
）
所
収

「成
陽
宮
覚
書
―
朗

詠
注
と
の
関
連
―
」

（２
）
「抄
物
と
能
作
者
」
含
橘
香
』
三
〇
・
五
）

（３
）
岡
見
正
雄
氏

「御
伽
草
子
」
３
講
座
日
本
文
学
６
中
世
編
Ⅱ
」
會
一省
堂
と
、
伊
井
春
樹

先
生

「
『成
陽
宮
絵
巻
」
諸
本
と
そ
の
性
格
」
翁
国
語
と
国
文
学
」
平
成
四
年
四
月
）
で
も

『接
綱
御
記
」
の
記
事
を
用
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（４
）
注

（１
）
に
同
じ
。

（５
）
伊
井
春
樹
先
生

「
『成
陽
宮
絵
巻
」
諸
本
と
そ
の
性
格
」
に
拠
る
。

（６
）
注

（７
）
に
同
じ
。

（８
）
一
方
、
第
二
系
統
本
の
ご
と
く
秦
史
を
始
皇
帝
伝
に
収
飲
す
る
こ
と
の
典
拠
と
し
て
は
、

元
代
、
作
者
不
詳
の

『全
相
平
話
』
の
一
、
「秦
併
六
国
平
話
」
が

「秦
始
皇
伝
」
の
副
題

を
有
す
る
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
胡
曽
詩
を
文
中
、
屡
々
引
用
す
る
点
が
本
国
の
嗜
好



と

一
致
し
て
い
る
上
、
様
々
な
異
説
を
含
む
全
相
、
即
ち
全
頁
挿
絵
入
り
の
上
図
下
文
の

こ
う
し
た
講
史
書
で
あ
る
平
話
の

『咸
陽
宮
」
絵
巻
の
成
立

へ
の
関
与
を
想
定
し
、
検
分

し
た
も
の
の
、
全
五
種
の
平
話
の
中
で
も

「秦
併
六
国
平
話
」
は
最
も
史
実
に
近
く
、
所

載
の
燕
太
子
説
話
も
特
に
注
目
す
べ
き
設
定
は
な
か
っ
た
。
ま
た
挿
絵
と
絵
巻
の
絵
柄
の

一
致
も
管
見
で
は
見
出
し
得
な
か
っ
た
。

（８
）
注

（５
）
に
同
じ
。
詈
一国
伝
記
」
平
仮
名
本
の
引
用
は
古
典
文
庫
本
に
拠
る
。

（９
）
福
田
安
典
氏

「
『竹
斎
』
の
周
辺
」
翁
語
文
」
第
五
九
輯
）
に
拠
る
。

（Ю
）
拙
稿

「
一
体
宗
純
の
社
牧
賛
に
つ
い
て
」
「
語
文
」
第
五
三

・
五
四
輯
）

（Ｈ
）
柳
田
征
司
氏
が
論
稿

「辞
書

・
事
典
に
連
続
す
る
抄
物
群
―
詩
文
作
成
の
た
め
の
抄
物
の

場
合
―
」
３
辞
書

・
外
国
語
資
料
に
よ
る
日
本
語
研
究
」
和
泉
書
院
）
で
紹
介
さ
れ
た
慶

長
七
年

（
一
六
〇
二
）
梵
舜
等
筆

『史
漢
物
語
」
も

『成
陽
宮
」
絵
巻
の
成
立
を
考
え
る

上
で
注
目
さ
れ
る
。
コ

誠
堂
古
書
目
録
」
第
六

一
号

（昭
和
六

一
・
六
）
に
掲
載
さ
れ
た

斯
書
に
は
、
「秦
孝
公
事
刑
法
過
分
亡
国
」
「秦
皇
漢
武
好
仙
事
」
「秦
始
皇
事
封
禅
松
樹
授

位
」
「超
高
指
鹿
称
馬
事
」
等
の
秦
代
の
逸
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
現
在
、
所
蔵

を
確
認
し
得
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
「史
漢
」
と
い
う
抄
物
に
頻
出
す
る
語
彙
を

冠
し
た
書
名
を
含
め
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（・２
）
拙
稿

「本
国
禅
林
に
お
け
る
橘
豊
説
話
の
受
容
に
つ
い
て
」
「
中
世
文
学
」
第
三
六
号
）

（‐３
）
張
良
説
話
の
広
が
り
と
い
う
点
で
は
、
万
里
集
九

（
一
四
二
人
―
不
明
）
の
別
集

『梅
花

無
尽
蔵
」
巻
第
七
所
収

「囲
碁
軸
賛
詩
序
」
の
中
の

「得
赤
松
子
之
訣
。
至
三
国
之
時
、

自
号
大
玄
童
子
。」
と
い
う
典
拠
未
詳
の
興
味
深
い
逸
話

へ
の
言
及
も
注
目
さ
れ
る
。

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
―


